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こ
の
た
び
の
統
一
地
方
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
て
、
町
長
再
選
の

栄
に
浴
し
、
大
変
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
重

責
を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
誠
心
誠
意
職

務
に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
か
ら
続
い
て
い
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、
今
年
５
月
か

ら
感
染
症
法
上
の
「
５
類
」
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
大
き
く
局
面
が
変
わ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興
が
始
ま
り
ま
す
。

　

美
瑛
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら

の
４
年
間
は
飛
躍
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
で

す
。
我
慢
の
３
年
間
か
ら
解
き
放
た
れ
、

積
極
的
に
前
へ
前
へ
と
打
っ
て
出
る
新
た

な
好
機
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
町
の
発
展
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ま
と
お
約
束
し
た
公
約
で
あ
る
「
賑
わ
い

の
ま
ち
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
幸
せ

と
健
康
の
ま
ち
公
共
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
環

境
の
ま
ち
公
共
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
着
実

に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー
ド
整

備
を
結
び
付
け
た
構
想
で
、
将
来
負
担
の

軽
減
と
経
済
振
興
、
所
得
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
自
治
基
本
条
例
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
美
瑛
町
の
自
治
や
行
政
に

と
っ
て
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
で
す
。
町

民
の
皆
さ
ま
が
主
役
、
町
民
主
権
の
ま
ち

づ
く
り
が
新
し
い
制
度
の
も
と
始
ま
り
ま

す
。

町
民
の
皆
さ
ま
が

 
         

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
を

美
瑛
町
長　

角
和
浩
幸
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「
新
し
い
革
袋
に
は
新
し
い
酒
を
盛
れ
」

と
言
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
が
主
役
と

い
う
固
い
基
盤
の
上
に
、
創
意
工
夫
と
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
、
発
想
を
取
り
入
れ
、
全

職
員
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

既
得
権
を
壊
し
、
閉
鎖
性
を
打
破
し
、

明
る
く
、
自
由
闊
達
な
ま
ち
を
目
指
し
ま

す
。
優
し
さ
と
、
寛
容
さ
の
あ
る
風
土
を

と
も
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
よ
う
。

　

美
瑛
町
の
未
来
を
創
る
の
は
町
民
の
皆

さ
ま
で
す
。
皆
さ
ま
の
お
力
が
必
要
で
す
。

な
に
と
ぞ
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

副町長　　吉川　智巳

　このたび、美瑛町議会のご同意

をいただき、６月１日付で副町長

に就任いたしました。

　誠に身に余る光栄でありますと

ともに、その重責に身の引き締ま

る思いと、その重さを痛感してお

ります。

　二期目に向けて角和町長が掲げ

ます「町民の皆さまが主役となっ

て進める新しいまちづくり」に向

けて、町長を補佐することはもと

より、職員相互の信頼関係、意思

疎通、連携を図り、微力ではあり

ますが、美瑛町発展に向けて最大

限の力を注ぎ、努力を惜しまず邁

進してまいります。

　美瑛町が未来に向けて輝き続け、

さらなる発展を遂げるため、皆さ

まのご支援とご協力を賜りますよ

う心からお願い申し上げ、就任の

挨拶とさせていただきます。

就任にあたって
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　コロナが落ち着いたとはいえ、まだ不安な生活が町民の

皆さまにはある中で、美瑛町としても多くの課題を抱えて

います。

　今回、副議長に当選させていただき、議長の補佐をしっ

かり務め、議員皆さま方のお知恵をお借りして、町民の安

心・安全な暮らしをつくっていきたいと思いますので、ど

うぞ今後ともよろしくお願いいたします。ありがとうござ

いました。

　議員各位のご賛同、ご承認をいただき議長に就任させて

いただきました。ありがとうございます。

　議長職の職責を鑑みるとき、その重責に身の引き締まる

思いであります。中立・公平に議事を主導し、運営を心掛

け、加えて、議会は町長と対等の関係にあることから行政

をチェックする大切な役割を置いていることを十分に認識

し、職責を果たしたいと考えています。

　議員各位のご協力、ご理解を賜りますよう重ねてお願い

申し上げまして、就任の挨拶といたします。

 よろしくお願いいたします。

令和５年６月１日

288№
広報びえい合併号

　

改
選
後
初
め
て
と
な
る
令
和
５

年
第
２
回
臨
時
会
が
５
月
10
日
に

開
催
さ
れ
、
投
票
に
よ
り
議
長
に

野
村
祐
司
議
員
、
副
議
長
に
高
田

紀
子
議
員
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
常
任
委
員
会
委
員
な

ど
の
議
会
構
成
を
決
定
し
、
こ
れ

か
ら
４
年
間
の
議
会
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
専
決
処
分
３
案
件
、
監
査
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ

れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議　

長　

野　

村　

祐　

司

副
議
長　

高　

田　

紀　

子

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長　

八　

木　

幹　

男

産
業
経
済
常
任
委
員
会　
　

委
員
長　

山　

本　

賢　

一

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

杉　

山　

勝　

雄

　

第
２
回
臨
時
会

　

新
し
い
議
会
構
成

中立・公平に議事を主導し職責を果たしたい　　議長　野村　祐司

町民の安心・安全な暮らしを    副議長　高田　紀子
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▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 
員 

長　

八　

木　

幹　

男

副
委
員
長　

保　

田　
　
　

仁

委　
　

員　

京　

屋　

愛　

子

委　
　

員　

青　

田　

知　

史

委　
　

員　

白　

石　

久　

代

委　
　

員　

杉　

山　

勝　

雄

委　
　

員　

高　

田　

紀　

子

▼
産
業
経
済
常
任
委
員
会

委 

員 

長　

山　

本　

賢　

一

副
委
員
長　

桑　

谷　
　
　

覺

委　
　

員　

武　

田　

信　

玄

委　
　

員　

興　

梠　

勝　

也

委　
　

員　

坂　

田　

昌　

則

委　
　

員　

谷　

本　

憲　

一

▼
議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長　

杉　

山　

勝　

雄

副
委
員
長　

保　

田　
　
　

仁

委　
　

員　

桑　

谷　
　
　

覺

委　
　

員　

八　

木　

幹　

男

委　
　

員　

山　

本　

賢　

一

●
議
案
第
１
号　

令
和
４
年
度
美

瑛
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

要
旨　

令
和
４
年
度
美
瑛
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）
を
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

国
の
各
種
交
付
金
確
定
に
よ
る

増
減
、
特
別
交
付
税
等
の
交
付
金

確
定
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立
て
、

電
子
地
域
通
貨
運
営
事
業
チ
ャ
ー

ジ
金
額
の
確
定
に
伴
う
追
加
及
び

歳
出
各
事
業
費
の
確
定
に
伴
う
地

方
債
の
減
額
、
財
源
調
整
な
ど
で

す
。

専
決
処
分
年
月
日

　

令
和
５
年
３
月
31
日

質　
　

疑

●
議
案
第
１
号

青
田
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

　

美
瑛
高
等
学
校
教
育
環
境
振
興

補
助
事
業
及
び
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
借

びえいの議会　№ 288

▼
議
会
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

青　

田　

知　

史

副
委
員
長　

白　

石　

久　

代

委　
　

員　

坂　

田　

昌　

則

委　
　

員　

谷　

本　

憲　

一

▼
大
雪
消
防
組
合
・
大
雪
清
掃
組

合
・
大
雪
葬
斎
組
合
及
び
大
雪
地

区
広
域
連
合
議
会
議
員

　
　
　
　
　

野　

村　

祐　

司

　
　
　
　
　

高　

田　

紀　

子

　
　
　
　
　

八　

木　

幹　

男

新
村
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

①
総
体
的
に
生
徒
数
が
減
少
し
て

お
り
、
学
区
内
の
通
学
環
境
の
変

化
等
も
あ
り
、
当
初
見
込
ん
で
い

た
生
徒
数
よ
り
減
少
し
た
も
の
で

す
。

②
学
校
の
支
援
に
対
す
る
評
価
と

し
て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
か
な
り

高
木
保
健
福
祉
課
長

①
使
用
率
は
70
％
ほ
ど
で
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
減
っ
た
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
の
平
均
で
は
同
程
度
か
と
思

い
ま
す
。

②
チ
ケ
ッ
ト
の
内
容
に
つ
い
て
は

今
後
分
析
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
地
方
部
に
お
い
て
ス
ク
ー

ル
バ
ス
路
線
の
住
宅
等
、
様
々
な

要
素
を
含
め
、
適
正
枚
数
及
び
全

体
額
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

上
事
業
に
つ
い
て　
　
　

①
美
瑛
高
等
学
校
教
育
環
境
振
興

補
助
事
業
額
１
１
４
０
万
円
に
対

し
て
３
７
２
万
８
０
０
０
円
の
減

額
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
減

額
理
由
に
つ
い
て
。　
　

 

ま
た
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
借
上
事
業

に
つ
い
て
、
３
２
５
万
６
０
０
０

円
減
額
に
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ど
の
程
度
利
用
が
な
か
っ
た

の
か
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

②
美
瑛
高
校
の
補
助
で
新
た
に
大

学
進
学
に
対
す
る
補
助
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
が
、
単
に
補
助
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
補
助
が
生
徒
の

や
る
気
に
結
び
つ
い
て
い
る
の

か
、
担
当
課
と
し
て
ど
う
受
け
止

め
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
の
利
用

率
に
つ
い
て
、
市
街
地
と
市
街
地

以
外
の
区
分
で
差
異
は
あ
り
ま
す

か
。

力
を
入
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
力

を
入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。
ま
た
、

小
規
模
高
校
と
差
別
化
が
図
れ
な

い
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
違
っ

た
視
点
で
の
支
援
の
方
策
等
を
検

討
し
て
い
る
段
階
で
す
。

青
田
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

　

法
人
事
業
税
交
付
金
及
び
商
工

使
用
料
に
つ
い
て　
　
　
　

①
前
年
度
と
比
較
し
て
今
回
上
振

れ
て
お
り
、
事
業
者
数
の
増
や
申

告
額
の
増
額
等
、
そ
の
中
身
に

よ
っ
て
町
内
経
済
の
景
気
回
復
や

動
向
を
感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
認
識

で
い
ま
す
か
。　

　

ま
た
、
青
い
池
駐
車
場
の
利
用

　

専
決
処
分

議
案
の
審
議
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料
が
増
額
補
正
さ
れ
て
お
り
、
観

光
客
が
戻
っ
て
き
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
先
日
青
い
池
に

行
っ
た
際
に
、
凍
結
路
面
に
注
意

と
い
っ
た
掲
示
物
が
残
っ
て
い
た

り
、
方
向
誘
導
の
ポ
ス
タ
ー
が
剥

が
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
辺
り

の
認
識
に
つ
い
て
。

②
法
人
事
業
税
交
付
金
に
つ
い
て

は
基
準
に
則
り
、
そ
の
後
の
制
度

改
革
も
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
中
で
例
え
ば
農
業
法
人
が
増
え

て
、
個
人
か
ら
法
人
に
な
っ
た
こ

と
で
申
告
額
が
増
え
た
等
、
経
済

動
向
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か

ら
そ
の
よ
う
な
感
覚
を
し
っ
か
り

把
握
し
て
、
理
事
者
も
町
政
に
向

か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
が
、

そ
の
認
識
に
つ
い
て
。

　

ま
た
、
青
い
池
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
も
う
少
し
お
金
を
か
け
て

設
置
す
る
こ
と
が
解
決
策
に
な
る

か
と
思
い
ま
す
が
ど
う
考
え
ま
す

か
。

今
瀧
総
務
課
長

①
法
人
事
業
税
交
付
金
の
増
額
要

因
に
つ
い
て
は
、
法
人
事
業
税
の

総
額
が
年
々
上
昇
し
て
い
る
こ

と
、
税
制
改
革
に
よ
り
令
和
２
年

度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
税
制
で
、

事
業
者
数
割
が
算
定
根
拠
に
入

り
、
そ
の
ウ
エ
イ
ト
が
増
え
た
こ

と
で
法
人
事
業
税
交
付
金
が
増
え

た
も
の
と
推
察
し
て
い
ま
す
。

髙
島
商
工
観
光
交
流
課
長

①
青
い
池
駐
車
場
の
管
理
に
つ
い

て
甘
い
部
分
が
あ
っ
た
と
反
省
し

て
お
り
、
注
意
し
て
運
営
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

看
板
と
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
も
の
の

掲
示
等
、
見
栄
え
の
良
く
な
い
部

分
も
あ
り
、
今
後
は
統
一
し
た
看

板
で
利
用
者
に
ご
理
解
い
た
だ
け

る
よ
う
、
整
理
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

角
和
町
長

②
法
人
事
業
税
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
よ
り
一
層
の
町
内
経
済
の
実

態
把
握
に
努
め
て
い
き
、
改
善
、

発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
青
い
池
駐

車
場
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

は
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、
景
観

に
配
慮
し
た
美
し
い
も
の
に
し
て

い
き
、
使
用
料
の
使
途
を
よ
り
明

確
化
し
て
理
解
を
得
る
こ
と
も
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

青
田
議
員　
　
　
　
　
　
　
　

　

電
子
地
域
通
貨
行
政
ポ
イ
ン
ト

事
業
の
繰
越
明
許
費
に
つ
い
て
、

今
回
の
繰
越
明
許
に
至
っ
た
理
由

と
ど
の
事
業
な
の
か
そ
の
内
訳
に

つ
い
て
。　

今
瀧
総
務
課
長

　

主
な
も
の
と
し
て
、
移
住
対

策
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の
際

に
Ｂ
ｅ
コ
イ
ン
を
付
与
す
る
事

業
に
対
し
１
７
７
万
８
０
０
０

円
、
チ
ャ
ー
ジ
金
に
つ
い
て
は

１
２
１
万
１
０
０
０
円
、
そ
の
他

に
つ
い
て
は
行
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
で
繰
り
越
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度
美

瑛
町
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

要
旨　

令
和
４
年
度
美
瑛
町
老
人

保
健
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
を
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
専
決
処
分
し
た
の

で
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

基
金
に
お
け
る
預
金
利
子
の
計

上
と
こ
れ
に
伴
う
基
金
積
立
金
を

増
額
す
る
も
の
で
す
。

専
決
処
分
年
月
日

　

令
和
５
年
３
月
31
日

●
議
案
第
３
号　

令
和
５
年
度
美

瑛
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

要
旨　

令
和
５
年
度
美
瑛
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
を
地

方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
専
決

処
分
し
た
の
で
、
議
会
の
承
認
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す

る
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
等
の
追
加
で
す
。

専
決
処
分
年
月
日

　

令
和
５
年
４
月
27
日

●
議
案
第
４
号　

監
査
委
員
の
選

任趣
旨　

美
瑛
町
監
査
委
員
の
選
任

に
あ
た
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め

る
も
の
で
す
。

住
所　

字
朗
根
内

氏
名　

谷　

本　

憲　

一

　

今
号
は
、
改
選
後
初
め
て
の

議
会
報
で
す
。
議
会
構
成
な
ど

に
つ
い
て
、
い
ち
早
く
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
「
広
報

び
え
い
」
合
併
号
と
し
ま
し
た

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

青
田　

知
史

　
　

副
委
員
長　

白
石　

久
代

　
　

委　
　

員　

坂
田　

昌
則

　
　

委　
　

員　

谷
本　

憲
一

　

人
事
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　青田　知史

「知る」「考える」「町政を

自分事とする」疑問を持ち、

広く情報を集め、深く考え、

議論し合える仲間を増やし

て行きたい。

商工会役員、農業委員、社

会福祉法人の経営などの経

験を活かして、町民の幸福

度向上と持続可能なまちづ

くりのために邁進します。

　武田　信玄

　桑谷　　覺

４期目を迎え子供たちに何

を残し何を伝え、そしてま

ちづくりの礎となりました

高齢者が安全安心に暮らせ

るまちづくりに尽力します。

　八木　幹男

「自治基本条例」の制定に

ついて携わった経験を活か

し、町民の声を町政に届け、

町民主体の未来につなぐま

ちづくりを目指します。

　保田　　仁

会議中いびきをかく居眠り

議員、言論の自由への弾圧、

濃密な馴れ合いと隠蔽体質

…。町民の「知る権利」を

守り、真実を伝えます。

　高田　紀子

やさしさと活力あふれるま

ちをつくるため、町民の思

いをしっかりと行政に届け

るよう、精一杯取り組んで

まいります。

　京屋　愛子

町のためにひたむきにがん

ばります！分かりやすく親

しまれる議会報づくりにも

一生懸命取り組みます。皆

様の声をお寄せください！

　興梠　勝也

地域のため、また、厳しい

農業環境の改善のために４

年間努力していきます。地

域、農業が良くなれば必ず

美瑛町は発展します。

　白石　久代

コロナ禍からの経済、生活

の再生に係る課題解決の事

項には最優先に取り組み、

本分の行政監視機能を認識

し議会活動に努めます。

　山本　賢一

豊かな自然と地域資源に

よって暮らせる環境を維持

し、町民誰もが自分らしく

美瑛町にいつまでも暮らせ

るまちづくりに取り組みます。

　坂田　昌則

「丘のまちびえい」の特色を

活かし農商工観の連携を図

り更なる発展と町民の皆様

が安心して暮らせるまちづ

くりを目指してまいります。

　野村　祐司

町民（地域）一人一人の声

を大切に受け止め、町政に

届けていきたいと思います。

今後ともよろしくお願いし

ます。

　杉山　勝雄

議会に戻りました。なので、

町民目線で活動できるのが

利点かな。暮らしも経済も

大変なだけに国の下請けで

はダメ、闘わなくては。

　谷本　憲一

「地域づくり、福祉政策」を

促進するため、町民に問い

かけ「住んでも、訪れても、

働いても」良し、の町づく

りを提言していく。

議員紹介　～議員の抱負～
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

令
和
５
年
春
開
始
接
種
に
つ
い
て

　

初
回
（
１
・
２
回
目
）
接
種
を
終
了
し

て
い
る
次
の
方
が
対
象
で
す
。

　

５
月
下
旬
か
ら
順
次
接
種
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

・
美
瑛
町
立
病
院　

　

毎
週
水
・
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

・
美
瑛
循
環
器
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

毎
週
金
曜
日

　
　

（
６
月
の
み
毎
週
水
曜
日
も
実
施
）　

　

午
前
の
部　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

▼
65
歳
以
上
の
方

12
～
64
歳
で
基
礎
疾
患
の
あ
る
方

医
療
従
事
者
の
方

５月８日以降も変わらないこと

▼

５月８日以降（５類感染症に変更後）の

５月８日から感染症法上の位置づけ変更に伴い、季節性インフルエンザと同じ５類感染症となり、

陽性者の登録や入院勧告、外出自粛要請などがなくなりました。しかし、新型コロナウイルスが

消えたわけではありません。高齢者や基礎疾患のある方など重症化リスクの高い方への感染を防

ぐため、引き続き、場面に応じた感染対策や感染した場合の療養についてご協力をお願いします。

問合せ／保健センター　☎ 92 ｰ 7000

５月８日から変わったこと

外出を控えるかどうかは個人の判断に委ねら

れますが、次のことが推奨されています。

● 基本的感染対策の有効性

国や道が一律の感染対策を求めることは

なくなり、個人や事業者が自主的に判断

して感染対策を行うことになりますが、こ

れまで行ってきた基本的感染対策は引き続

き有効です。

・場面に応じたマスクの着用

・手洗いなどの手指衛生

・換気

・「密閉」「密集」「密接」の回避

・人と人との距離の確保

● 体調不良時の対応

発熱やのどの痛みなどの症状がある場合は、

必ず事前に連絡をしてからかかりつけ医

や身近な医療機関を受診してください。

体調悪化時などの連絡先

北海道コロナウイルス感染症相談センター

☎ 0120-501-507（24 時間対応）

● 保健所などによる療養期間中の健康観察や  

   生活支援が終了しました

今後は、ご自身で療養に備えた準備や体調の

管理を行ってください。

発症後５日を経過し、かつ症状軽快から 24

時間経過するまでの間は外出を控えること

備えておくとよいもの

・検査キット

・お薬

・食べ物、飲み物

● 検査費・治療費の自己負担が生じます

● 一律の外出自粛の要請はなくなりました

陽性になった場合

家族が陽性になった場合

家庭内で感染しないよう感染対策を実施

し、５日間は体調に注意すること

▼
予
約
申
し
込
み

　

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

☎
92-

７
２
６
０
・
92-

７
２
６
１

新型コロナウイルス感染症の取り扱いをお知らせします

▼
美
瑛
町
内
で
の
接
種
期
間

　

６
月
９
日
（
金
）
～
８
月
末
予
定

　

※
旭
川
市
内
で
は
５
月
８
日
か
ら
接
種

　
　

開
始
し
て
い
ま
す
。

北海道 HP

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/covid-19/


－9 －

　

国
が
示
し
て
い
る
「
２
０
５
０
年
ま
で

に
CO2
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
た

め
に
は
、
町
内
で
ど
れ
だ
け
の
CO2
が
排

出
さ
れ
て
い
て
、
削
減
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
な
の
か
を
明

ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
の
現
状
の
CO2
の
排
出
量

や
将
来
の
排
出
量
推
計
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
お
よ
び
導

入
可
能
性
な
ど
の
調
査
・
分
析
を
行
い
、

「
美
瑛
町
再
エ
ネ
導
入
目
標
」
を
策
定
し

ま
す
。

　

従
来
主
要
電
力
と
し
て
使
用
さ
れ
て
き

た
火
力
発
電
や
原
子
力
発
電
は
、
石
油
、

美
瑛
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
と
未
来
の
た
め
に

美
瑛
町
再
エ
ネ
導
入
目
標
を
策
定
し
ま
す

ひ
と
り
ひ
と
り
の
選
択
を

　

再
エ
ネ
を
導
入
す
る
最
大
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ

る
CO2
の
排
出
を
抑
制
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
日
本
は
約
９
割
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
海
外
か
ら
調
達
し
て
お
り
、
約
14
兆
円

が
国
外
に
流
出
し
て
い
ま
す
。

　

再
エ
ネ
の
導
入
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、
輸
入
に

依
存
せ
ず
、
安
定
的
に
供
給
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
国
外
へ
の
お
金
の
流
出
を
防

ぎ
、
経
済
の
発
展
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　皆さんは、「てまえどり」というキーワードをご存知ですか？

「てまえどり」とは、購入してすぐに食べる場合に、商品棚の

手前にある商品など、販売期限の迫った商品を積極的に選ぶ購

買行動のことです。

　神戸市が平成 30 年度に発案したといわれ、現在では全国に

その取り組みが広がっています。

　スーパーなどの小売店舗では、消費者が奥に置かれた賞味期

限の長い商品から手に取る傾向があり、それが食品廃棄につな

がっているという課題があります。そこで、商品棚の手前にあ

る消費期限・賞味期限までの期間が短い商品を優先的に購入し

てもらい、食品小売店から廃棄される

食品ロスを削減することを目的として

います。

　皆さんも、すぐに食べるものを買う

ときは「てまえどり」を意識してみま

せんか。

食
品
ロ
ス
削
減
に
ご
協
力
を

税
務
課

　
佐
藤
課
長
補
佐

な
ぜ
再
エ
ネ
が
必
要
な
の
か

　

目
標
の
策
定
に
当
た
っ
て
、
町
民
お
よ

び
事
業
所
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
各
家

庭
や
事
業
所
に
お
け
る
CO2
の
排
出
量
な

ど
を
調
査
す
る
ほ
か
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
に

対
す
る
意
識
な
ど
の
調
査
も
行
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
再
エ
ネ
）
と
は

石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
枯
渇
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
太
陽
光
や
水
力
、
風
力
、
地

熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
繰
り
返
し
利
用

で
き
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
発
電
は
、
CO2
を
ほ
と
ん
ど
出
さ
な
い
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　

再
エ
ネ
は
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
ク

リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
え
ま
す
。
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軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　

６
月
１
日
付
け
で
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。

　

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車
／

①
障
が
い
者
の
通
学
・
通
院
・
通
所
ま
た

　

は
生
業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動

　

車
で
、
障
が
い
者
本
人
ま
た
は
生
計
を

　

共
に
す
る
方
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

　

（
１
台
の
み
）

※
障
が
い
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
減
免
の

　

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
期
限
／
６
月
30
日
（
金
）

申
請
期
限
／
６
月
23
日
（
金
）

問
合
せ
／ 

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
関
す
る
こ
と　

住
民
税
係　

☎
92-

４
２
９
７

　

納
付
に
関
す
る
相
談
な
ど　

納
税
係　

☎
92-

４
２
９
８

▼
減
免
手
続
き
は
申
請
期
限
ま
で
に

　

減
免
申
請
は
一
年
ご
と
の
申
請
と
な

り
、
期
限
を
過
ぎ
る
と
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
請
前
に
納

付
し
て
し
ま
う
と
減
免
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
、
納
付
前
に
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
車
椅
子
の
昇
降
装
置
、
固
定
装
置
な
ど 

　

構
造
上
身
体
障
が
い
者
の
利
用
に
供
す

　

る
た
め
の
も
の
と
認
め
ら
れ
る
軽
自
動
車

申
請
に
必
要
な
も
の
／

　

障
が
い
者
手
帳
、
運
転
免
許
証
、
自

　

動
車
検
査
証
な
ど

※
詳
し
く
は
、
納
税
通
知

　

書
に
同
封
し
て
い
る

　

「
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

　

の
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

※
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
延
滞
金
が
発
生
す

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

 

お
支
払
い
が
便
利
・
簡
単
に
！

　

納
付
書
を
使
っ
た
役
場
会
計
課
、
金

融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

の
納
付
お
よ
び
口
座
振
替
な
ど
に
加
え

て
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、
納
付
書
に

印
刷
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し
て

納
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

納
付
方
法
の
詳
細
は
「
地
方
税
お
支

払
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

―　

火
事
と
救
急
救
助
は
１
１
９
番　

―

　

美
瑛
消
防
署　
　

☎
92-

２
０
２
９

　

災
害
情
報
案
内　

☎
92-

１
１
１
９

 

危
険
物
安
全
週
間
を
行
い
ま
す

　

美
瑛
町
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
危
険

物
安
全
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
危
険
物
の
保

安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

町
内
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
は
の
ぼ

り
を
掲
示
し
危
険
物
安
全
週
間
を
周
知
す

る
な
ど
災
害
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
身
近
に
あ
る
石
油
類
の
危
険

性
を
い
ま
一
度
確
認
し
、
事
故
の
無
い
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
だ
よ
り　

春
の
火
災
予
防
運
動
を
４
月
20
日
か
ら

30
日
ま
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
美
瑛
消
防
団
と
合
同
で
地

域
を
巡
回
す
る
防
火
広
報
や
、
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
と
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
街
頭

広
報
を
行
い
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
の
保
育
施
設
の
園
児
を
対

象
に
「
子
供
防
火
教
室
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
火
の
用
心
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映

や
消
防
車
見
学
を
行
い
、
園
児
た
ち
は
真

剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

 

火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
し
た

期
間　

６
月
４
日
（
日
）
～
10
日
（
土
）
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地域おこし協力隊に新たな仲間が加わりました

　十勝岳ジオパーク推進事業の地域おこし協力隊

として着任しました中平泰樹と申します。出身は埼

玉県で、学生や社会人時代は埼玉と東京で過ごして

おりました。妻が北海道出身ということもあり、魅

力的な風土を持った美瑛に移住してまいりました。

娘には、美瑛でのびのび育ってくれればと思ってい

ます。

　十勝岳ジオパークは 2021 年度に日本ジオパーク

として認定されたため、まだまだ知名度が低いとい

うのが実情かと思います。

　美瑛での生活を楽しみながら、実際に肌で感じた

ことを活かして、十勝岳ジオパークの知名度向上と

活性化に貢献できるよう頑張ります。

　これからどうぞよろしくお願いします。

中
なかひら

平　泰
た い き

樹 （出身地：埼玉県）

勤務先：十勝岳ジオパーク推進協議会

美
瑛
の
風
土
を
学
び
、

　
　
　

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
の
未
来
を
創
る

Introducing the people of Biei 

のまちで輝く丘
　

昨
年
の
秋
に
「
文
芸
美
瑛
同
好
会
」
を
設
立
し
、『
文
芸
美
瑛
』
創
刊

号
を
５
月
に
刊
行
し
た
皆
さ
ん
に
お
話
し
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

「
文
芸
美
瑛
」
を
刊
行
し
た
き
っ
か
け
は

　

現
在
、
町
内
で
は
、
俳
句
や
短
歌
の
団

体
や
サ
ー
ク
ル
、
個
人
で
小
説
を
書
い
て

い
る
人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
々
に
文
芸

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
機
会
が
少
な
く
、
交
流
す
る

場
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
内
の
文
芸
活
動
の
交
流
の

場
と
作
品
を
発
表
す
る
場
を
作
り
た
い
と

思
い
、
文
芸
美
瑛
同
好
会
を
立
ち
上
げ
、

「
文
芸
美
瑛
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

「
文
芸
美
瑛
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
文
芸
活

動
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
町
民
の
皆

さ
ん
が
文
芸
に
関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

「
文
芸
美
瑛
」
は
、
町
民
セ
ン
タ
ー
や

図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
も
置
い
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
話
の
種
が
た
く
さ
ん
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
手
に
と
っ
て
読

　

第
２
号
の
発
刊
に
向
け
て
作
品
お
よ
び

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し

く
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
／
事
務
局　

為
井
恵
子
さ
ん

　

☎
０
９
０
‐
２
３
１
４
‐
０
４
０
３

作
品
お
よ
び
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

左から　竹内百合さん・下平公枝さん
　　　　三浦光惠さん・為井恵子さん

「
文
芸
美
瑛
」
を
発
刊
し
て

ん
で
い
た
だ
き
、
身
近
な
方
と
感
想
な
ど

を
語
り
合
い
な
が
ら
、
郷
土
を
思
う
時
間

を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。



－12 －

　

６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
期
間
中
、
市
街

地
の
交
差
点
７
カ
所
で
、
登
校
時
の
交
通

指
導
を
８
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
通
事

故
防
止
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
が
、
児
童
生

徒
と
の
朝
の
あ
い
さ
つ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

指
導
団
体
／
婦
人
親
交
会
、
更
生
保
護
女

　

性
会
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、
市
街

　

地
各
学
校
（
７
団
体
）

　

美
瑛
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
は
、
町
内
の
各
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
婦
人
親
交
会
、
少

年
補
導
員
会
な
ど
、
43
の
関
係
団
体
が
各
活
動
を
通
し
て
連
携
を
深
め
、
青
少
年
の
健
全

育
成
に
つ
な
が
る
諸
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

美
瑛
神
社
祭
の
実
施
期
間
に
合
わ
せ
て

市
街
地
各
学
校
な
ど
６
団
体
が
夜
間
巡
視

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

露
店
や
駅
を
中
心
に
徒
歩
に
よ
る
巡
回

と
公
園
や
橋
の
周
辺
な
ど
を
車
で
巡
回
す

る
指
導
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確

保
と
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

指
導
団
体
／
美
瑛
町
少
年
補
導
員
会
、
美

　

瑛
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
市
街
地
各
学
校
（
６
団

　

体
）

　

家
庭
の
重
要
性
と
地
域
社
会
の
役
割
の

大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
の
認
識
を
一
層
深

め
る
機
会
と
し
て
、
町
内
小
中
高
生
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
は
、

１
７
８
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
万
が
一
の
場
合
に
備
え

て
、
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
商
店
・

事
業
所
・
個
人
宅
な
ど
に
依
頼
し
て
設
置

し
て
い
ま
す
。

　

新
た
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
内
の
中
学
校
お
よ
び
高
校
の
代
表
生

徒
に
よ
る
主
張
発
表
を
通
し
て
、
生
徒
自

身
の
思
い
や
考
え
を
知
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
住
民
と
の
相
互
理
解
を
図
り
、
青
少
年

の
健
全
育
成
活
動
の
充
実
に
役
立
て
ま
す
。

主
催
／
美
瑛
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会

後
援
／
美
瑛
町
、
美
瑛
町
教
育
委
員
会
、

　

美
瑛
町
少
年
補
導
員
会
、
社
会
を
明
る

　

く
す
る
運
動
推
進
委
員
会

「
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
」
設
置

登
校
時
交
通
安
全
街
頭
指
導

令和４年度　大賞受賞
佐藤　優志さんの作品

祭
典
時
夜
間
巡
回
指
導

美
瑛
町
「
少
年
の
主
張
」
発
表
大
会
の
開
催

 

「
丘
の
ま
ち
家
庭
の
日
」

       

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

青
少
協
だ
よ
り

郷
土
の
子

美
瑛
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
事
務
局
（
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
92-

４
１
４
１

広
報
紙
「
郷
土
の
子
」
発
行

　

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
啓
発
活

動
と
し
て
年
４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行

で
「
免
疫
力
」
と
い
う
言
葉
を
見
聞
き
す

る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
か
ら
「
免
疫
力
を
上
げ
る
た
め

に
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
シ
リ
ー

ズ
で
掲
載
し
ま
す
。

免
疫
力
を
上
げ
る
た
め
に
で
き
る
こ
と

KU
健診
　受けよう

美
瑛
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電　

話
92
‐
７
０
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
68
‐
７
０
５
７

す
こ
や
か
広
場

「
免
疫
」
と
は
？

　

「
免
疫
力
」
は
医
学
用
語
で
は
な
く
明

確
な
定
義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
は「
免

疫
機
能
（
３
つ
の
壁
）
を
し
っ
か
り
働
か

せ
て
病
気
に
強
い
身
体
を
作
る
こ
と
」
を

「
免
疫
力
を
上
げ
る
」
と
定
義
し
て
い
ま

す
。

　

免
疫
力
は
、加
齢
や
生
活
習
慣
の
乱
れ
、

ス
ト
レ
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
原

因
と
な
っ
て
自
覚
の
な
い
う
ち
に
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

次
号
か
ら
は
免
疫
力
を
上
げ
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○バランスの良い食事を心がける

○過度のストレスに注意する

○お酒・たばこを控える

○腸内環境を整える

○適度に運動する

○十分な睡眠をとる

○体を温める

皮膚や粘膜のほか、くしゃ

み、せきなどで物理的に異

物の侵入を防ぎます。

①物理的防御
異物が侵入するとすばやく

察知し、すぐに駆け付けて

退治します。

②自然免疫
自然免疫から情報を受け取

り記憶して、より精密・強

力に異物を退治します。

③獲得免疫

病気から身体を守る“３つの壁”

　獲得免疫は、侵入してきた異物を記憶し、再びその異物に出会う

と抗体（病原体を排除するための物質）を作って追い払おうとします。

　抗体を作り上げるまでに時間がかかりますが、抗体ができれば同

じ病気にかかりにくくなり、もしかかったとしても重症化を防ぐこ

とができます。

　ワクチンによる予防接種は獲得免疫の働きを利用したものです。

ウイルス

「獲得免疫」の強さの秘密は？

皮膚・粘膜
マクロファージ

好中球など

形質細胞

リンパ球など

保健師 白間まり子

免疫力を上げるポイント

　

免
疫
と
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
か

ら
身
体
を
守
っ
て
く
れ
る
防
御
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
で
す
。

　

日
常
生
活
を
送
る
中
で
、
異
物
（
ウ
イ

ル
ス
や
細
菌
、
花
粉
や
化
学
物
質
な
ど
）

が
身
体
に
入
り
込
ん
で
来
て
も
病
気
に
か

か
ら
ず
に
い
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
防
御
シ

ス
テ
ム
が
あ
る
お
か
げ
で
す
。

　

皮
膚
や
粘
膜
に
よ
る
「
物
理
的
防
御
」、

白
血
球
に
よ
る
「
自
然
免
疫
」、
リ
ン
パ

器
官
な
ど
に
よ
る
「
獲
得
免
疫
」
の
３
つ

の
壁
が
私
た
ち
の
身
体
を
守
っ
て
く
れ
て

い
ま
す
。

次号から詳しく
お伝えします！
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特
集
展
示

　
「
日
記
と
手
紙
」

　

６
～
７
月
の
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

日
記
と
手
紙
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

「
ア
ン
ネ
の
日
記
」
な
ど
の
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
作
品
や
、
物
語
や
絵
本
な
ど
、

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
選
ん
で
い
ま
す
。

　

期
間
中
に
、
図
書
館
の
中
に
館
長
に
手

紙
が
届
く
子
ど
も
ポ
ス
ト
を
設
置
し
ま

す
。

　

ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

図
書
館
だ
よ
り

電
話
／
92
‐
１
２
５
１

休
館
日
／

  

毎
週
月
曜
日
・
30
日

館
長
の
イ
チ
オ
シ
！

 

「
わ
れ
ら
の
牧
野
富
太
郎
！
」

　
　
　
　

 

い
と
う　

せ
い
こ
う
／
監
修

◇
小
学
生
向
け

  

日
時
／
６
月
10
日
（
土
）

　

  

午
後
１
時
30
分
～
２
時

◇
幼
児
（
親
子
）
向
け

  

日
時
／
６
月
24
日
（
土
）

　

  

午
前
10
時
30
分
～
11
時

お
は
な
し
会
「
あ
い
あ
い
」

お
手
紙
た
く
さ
ん
届
く
と

嬉
し
い
な
。
館
長
が
み
ん
な

に
返
事
を
書
く
よ
～
。

よもー
（お）

か

「焼きアスパラ」と「ゆでアスパラ」

美瑛の美味しいレシピ

①アスパラを手で一口大に折り、茎をオリーブオイル
　で焼き（中火）、焼き色がついたら水を加えて加熱する。
②穂先を入れ、フライパンをゆすって水分をとばし塩
　をふる。

ネットワークすずらん

疲労回復や血圧降下など体に良い栄養がいっぱい！

　

朝
の
顔
と
し
て
も
お
な
じ
み
の
植
物
学

者
・
牧
野
富
太
郎
。
そ
の
素
顔
に
迫
る
一

冊
で
す
。

　

富
太
郎
の
生
い
立
ち
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
高
知
県
に
あ
る
「
牧
野
植
物
園
」
の

様
子
も
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
「
牧
野
博
士
」
の
愛
蔵
図
書
も
公

開
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
人
と
な
り
が
浮
か

び
上
が
る
よ
う
な
内
容
で
す
。

　

写
真
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
て
お

り
、
ド
ラ
マ
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
楽
し
め

そ
う
で
す
。

下処理

ボールにためた水で穂先をふり洗い、茎
の下２～３cmのところを薄く皮をむく

焼きアスパラ

ゆでアスパラ

①沸騰したお湯に、ひとつまみの塩と油２～３滴を加
　える。
②アスパラを立てて30秒、たおして１分30秒ゆで、ザ
　ルにあけ手早くさます。

穂先はやわらかい

茎下は甘味が強い

ゆでる時はなるべく1本のままで！

旬のはしりのアスパラは「炒める」、
後半は「ゆでる」のが美味しい。

新鮮なアスパラは
「ハカマ」はとら
なくて大丈夫！

poin
t

poin
t
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　　　　　五稜小学校（昭和48年撮影）

写真でタイムスリップ
十勝岳火山活動札幌管区気象台発表

　通学には大変苦労した五稜地区の児童たち。

昭和23年頃から地域住民が学校設立に動き出

し、木材の運搬・建築の手伝いなども協力しま

した。昭和25年２月美田小学校分校として開校

し、翌年４月独立しました。

　平成17年３月に美瑛小学校に統合されまし

たが、現存校舎（昭和56年築）は家具や古材を

リデザインし、販売などを行う場として活用さ

れています。

丘のまち郷土学館「美宙」では、昔の写真を探しています。

お持ちの方はぜひご連絡ください。（☎74-6116）

五稜小学校

　  懐かしのびえい

　監視カメラによる観測では、62-２火口の

噴煙の高さは火口縁上400ｍ以下、大正火口

および振子沢噴気孔群の噴気の高さは100ｍ

以下で経過しました。

　また、前十勝の北西側斜面で、時々弱い

噴気を確認しました。

　なお、火山性微動は確認されていません。

　十勝岳では、火山活動の活発化を示す現

象が観測されています。今後、活動の推移

には注意が必要です。

　

　噴火予報（噴火警戒レベル１、活火山で

あることに留意）の予報事項に変更はあり

ません。

４月の火山活動

問合せ／
札幌管区気象台
☎011-611-6127

　

研
究
助
成
事
業
報
告
会

　
　
　

防
災
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た

　

十
勝
岳
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
地
域
遺
産

の
保
全
や
活
用
に
係
る
研
究
を
促
進
す
る

た
め
、
エ
リ
ア
内
で
研
究
活
動
を
行
う
学

生
や
研
究
者
の
活
動
を
支
援
す
る
「
研
究

活
動
助
成
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

初
年
度
は
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
北
海

道
教
育
大
学
旭
川
校
の
佐
藤
鋭
一
准
教
授

の
研
究
室
に
よ
る
「
新
た
な
噴
火
活
動
履

歴
の
解
明
」
が
選
考
さ
れ
、
３
月
25
日
、

上
富
良
野
町
公
民
館
を
会
場
に
研
究
成
果

の
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

報
告
会
で
は
、
新
し
い
火
砕
流
堆
積
物

（
約
80
万
年
前
）
の
分
布
な
ど
、
最
新
の

研
究
成
果
に
参
加
者
か
ら
は
質
問
も
多
数

出
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
引
き
続
き
佐
藤
准
教
授
が
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
な
り
「
防
災
」
を
テ
ー
マ

に
ジ
オ
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考

に
避
難
ル
ー
ト
を
考
え
た
り
、
非
常
食
の

試
食
、
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
の
設
営
を
体
験

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で

は
、
災
害
に
備
え
て
、
備
蓄
品
の
準
備
や

避
難
先
の
情
報
収
集
な
ど
に
対
す
る
関
心

が
高
く
、
防
災
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま

し
た
。

　

活
火
山
と
隣
接
し
て
生
活
す
る
こ
の
地

域
な
ら
で
は
の
防
災
教
育
的
な
要
素
も
持

つ
ジ
オ
活
動
に
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

https://www.jma-net.go.jp/sapporo/
https://tokachidake-geopark.jp/
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Photo information　ー　フォトインフォメーション　ー

よりきれいな青い池に

２年連続の優勝！

大切に使わせていただきます

培養ラスノーブルのお味は？

　４月 26 日、本格的な観光シーズンを前に、町

観光協会、白金温泉観光組合、十勝岳ジオパーク

推進協議会、写真映像協会など関係団体から約

30 人が集まり、青い池周辺の環境整備・清掃活

動を行いました。

　あいにくの小雨が降る中での作業となりました

が、雪解けとともに出てきたごみの回収や、倒木・

枯れ木の処理を行い、池の周辺はとてもきれいに

なりました。

　４月 24 日、㈱丸善建設（富塚幸一代表取締役

社長）から町立病院へ全自動血圧計を寄贈いただ

きました。

　村住院長から「毎年医療器具などを寄贈いただ

きありがとうございます」とお礼の言葉とともに

感謝状が贈られ、富塚社長は「役立ててもらえれ

ば幸いです。これからも地域貢献活動を続けてい

きます」と話されました。

　温かいご支援ありがとうございました。

　５月 14 日、富良野市で「第 43 回全日本バレー

ボール小学生大会　富良野地区予選」が開催され、

美瑛スーパーファイターズが男女混合の部で２年

連続となる優勝を果たしました。

　キャプテンの橋本梛乃華さんは「６月には北北

海道大会に出場します。昨年は準決勝で負けてし

まったので、今年こそ優勝して、全国大会に出場

できるように頑張ります」と意気込みを語ってく

れました。

　がんばれ！美瑛スーパーファイターズ！

　５月８日、『幻のアスパラ「ラスノーブル」苗

復活プロジェクト』で栽培されたクローン苗のラ

スノーブルの試食会が行われました。

　農協職員やアスパラ生産者などプロジェクト関

係者が集まり、培養のラスノーブルと原種のラス

ノーブルを食べ比べました。

　試食した皆さんからは「味は原種とほとんど変

わらない」「とても柔らかくて甘い」と好評で、

ラスノーブル復活に向け大きな一歩となりまし

た。
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４年ぶりのびえい桜まつり

美
瑛
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

　

美
瑛
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
斉
藤
幸
一

会
長
）
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
表
彰

が
行
わ
れ
、
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績

を
収
め
た
10
人
に
メ
ダ
ル
と
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

斉
藤
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
制

限
が
あ
る
中
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収

め
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
ス
ポ
ー
ツ
に
、
学
業

に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
称
賛
と
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

第
39
回
全
国
少
年
少
女
レ
ス
リ

ン
グ
選
手
権
大
会
出
場

　

村
井　

瑛
仁
さ
ん

　

水
谷　

星
朗
さ
ん

第
64
回
小
学
生
・
中
学
生
全
国

空
手
道
選
手
権
大
会
出
場

　

太
田　

健
さ
ん

　

太
田　

創
さ
ん

　

辻　

琴
音
さ
ん

　

辻　

智
樹
さ
ん

　

栗
原　

壮
志
さ
ん

　

三
宅　

紅
華
さ
ん

　

三
宅　

大
士
さ
ん

第
33
回
全
国
Ｊ
Ｄ
Ａ
ダ
ン
ス
コ

ン
ク
ー
ル
出
場

　

小
川　

蓮
心
さ
ん

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
受
賞
者

　５月 14 日、憩ケ森公園で「第 17 回びえい桜ま
つり」が開催されました。
　大勢の来場者で賑わう中、迫力ある白金太鼓が
オープニングを飾り、その後もパン食い競走や玉
入れ、お楽しみ抽選会などさまざまな催しが行わ
れました。
　当日は好天に恵まれ、来場者はジンギスカンを
満喫したり、射的やスタンプラリーに挑戦したり
と思い思いに祭りを楽しんでいました。
　最後は恒例の餅まきが行われ、４年ぶりの桜ま
つりは大盛況となりました。
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暮暮
ら
し
の

お
知知
ら
せ

 

【
単
身
世
帯
向
け
】

　

旭
町
団
地
３
号
棟
１
０
４
号
室　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

月
額　

１
７
６
０
０
～
２
６
２
０
０
円

募
集
期
間
／
６
月
１
日
（
木
）
～
16
日
（
金
）

 

【
家
族
世
帯
向
け
】

　

町
営
朗
根
内
一
般
住
宅
２
１
７
号
室　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　

            

月
額　

３
６
０
０
０
円

※
単
身
の
方
も
申
し
込
み
可
能
で
す
。

募
集
期
間
／
随
時
募
集
（
先
着
順
）

入
居
条
件
／

・
町
民
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
方

・
申
し
込
み
世
帯
の
収
入
が
、
美
瑛
町
営

　

住
宅
条
例
で
規
定
さ
れ
た
入
居
資
格
収

　

入
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
方

・
動
物
の
飼
育
は
で
き
ま
せ
ん

・
団
地
内
の
美
化
、
清
掃
、
除
雪
に
努
め
、

　

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
入
居
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員

　

で
な
い
こ
と

敷
金
／
家
賃
月
額
の
３
カ
月
分

入
居
可
能
時
期
／
７
月
上
旬
以
降

応
募
方
法
／
住
民
生
活
課
③
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付

　

し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

広
報
５
月
号
で
募
集
し
た
住
宅
の
う
ち
、

応
募
が
な
か
っ
た
住
宅
は
６
月
に
再
募
集
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
窓
口
に
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
　
集

募
集
住
宅
／

・
西
町
２
丁
目
３
番
22
号　
　
　
　

２
戸

　

              

月
額　

５
０
０
０
円

・
南
町
１
丁
目
２
番
25
号　
　
　
　

２
戸

　

              

月
額　

５
０
０
０
円

※
電
気
料
・
水
道
料
・
共
有
部
分
は
別
途

　

個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
浴
室
・
洗
濯
機
は
共
同
利
用
で
す
。

募
集
期
間
／
６
月
１
日（
木
）～
23
日
（
金
）

応
募
方
法
／
保
健
福
祉
課
⑤
番
窓
口
に
備

　

え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

　

付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
福
祉
住
宅
入
居
者
募
集

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-

４
２
４
５　

住
民
生
活
課
町
営
住
宅
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
４

自
衛
官
候
補
生
な
ど
の
募
集

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

上
富
良
野
地
域
事
務
所

☎
０
１
６
７-

45-

３
４
１
２　

募
集
種
目
／
一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候

　

補
生
な
ど

　

受
付
期
間
お
よ
び
試
験
日
は
、
種
目
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
募
集
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

税
務
職
員
の
募
集

札
幌
国
税
局
人
事
第
２
課
採
用
担
当

　

 

☎
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１　

受
験
資
格
／

・
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
高
卒
見
込
み
の
方

・
高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

　

方
（
令
和
５
年
４
月
１
日
時
点
）

申
込
受
付
期
間
／

　

６
月
19
日
（
月
）
～
28
日
（
水
）

　

試
験
日
、
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
海
道
び
え
い
会
「
総
会
・
懇
親
会
」

参
加
者
募
集

商
工
観
光
交
流
課
交
流
振
興
係

☎
92-

４
３
２
１　

　

第
33
回
北
海
道
び
え
い
会
「
総
会
・
懇

親
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

町
民
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

日
時
／
７
月
８
日
（
土
）

　
　

午
前
８
時
30
分　
　

役
場
前
出
発

　
　

正
午
～　
　
　
　
　

総
会
・
懇
親
会

　
　

午
後
６
時
（
予
定
）
役
場
前
到
着

会
場
／
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
　

（
札
幌
市
中
央
区
北
５
条
西
５
丁
目
）

会
費
／
５
０
０
０
円

　

※
一
部
助
成
有
り

応
募
方
法
／
６
月
19
日
（
月
）
ま
で
に
電

　

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
／
１
人
（
書
類
選
考
、
面
接
に

　

よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
）

勤
務
場
所
／
美
瑛
町
役
場

業
務
内
容
／
一
般
事
務

募
集
条
件
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で

　

き
る
方

雇
用
期
間
／
７
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月 

  

31
日
（
更
新
あ
り
）

勤
務
日
お
よ
び
時
間
／
月
曜
～
金
曜

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

報
酬
／
時
給　

９
５
１
円

　

※
別
途
通
勤
手
当
な
ど
有
り

保
険
適
用
／
雇
用
保
険
、
社
会
保
険

応
募
方
法
／
６
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
、

　

履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
美
瑛
町
農
業

　

振
興
機
構
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

臨
時
職
員
募
集

美
瑛
町
農
業
振
興
機
構

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

２
８
５
５

https://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/
https://www.nta.go.jp/about/organization/sapporo/recruitment/shokuin_index.htm
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ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

第
44
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
者
募
集

町
民
セ
ン
タ
ー

☎
92-
４
１
４
１　

日
時
／
７
月
２
日
（
日
）　

 

※
小
雨
決
行

　
　
　

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

コ
ー
ス
／
美
瑛
川
堤
防
折
り
返
し
コ
ー
ス

種
目
お
よ
び
距
離
／

●
小
学
生
の
部
（
１
～
３
年
生
）　

 

２
km

●
小
学
生
の
部
（
４
～
６
年
生
）　

 

３
km

●
中
学
生
の
部　
　
　
　
　
　
　
　

４
km

●
高
校
生
・
一
般
の
部　
　
　
　
　

４
km

●
親
子
ペ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
km

　

※
子
は
小
学
生
１
～
３
年
生

参
加
料
（
傷
害
保
険
料
含
む
）
／

　

小
・
中
学
生　
　
　
　
　
　

３
０
０
円

　

高
校
生
・
一
般　
　
　
　
　

３
０
０
円

　

親
子
ペ
ア　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
円

申
込
み
／
６
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
町
民

　

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ピ
ア
ノ
と
過
ご
す
素
敵
な
時
間
を
あ
な

た
も
い
っ
し
ょ
に
。
ご
家
族
、
お
友
達
と
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
７
月
22
日
（
土
）

　

開
場　

午
後
１
時
30
分

　

開
演　

午
後
２
時
（
約
１
時
間
30
分
）

会
場
／
町
民
セ
ン
タ
ー
１
階
多
目
的
ホ
ー

　

ル
「
美
丘
」

ピ
ア
ノ
と
歌
／
畠
野　

依
子
氏

入
場
料
／
無
料
（
た
だ
し
、
整
理
券
必
要
）

　

※
６
月
１
日
か
ら
町
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

　
　

で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

町
民
セ
ン
タ
ー

☎
92-

４
１
４
１　

ピ
ア
ノ
と
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト

「
ピ
ア
ノ
と
い
っ
し
ょ
に
」
開
催

ピアノといっしょに暮らしてきた

ピアノといっしょに歌ってきた

ピアノといっしょに夢をみて、

ピアノといっしょに音を紡ぐ

今、私の創る音は誰の心に届くだろう

美
瑛
町
公
民
館
事
業　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

丘
の
ま
ち
交
流
館 

ビ
・
エ
ー
ル

　
　
　
　
　

１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
92-

５
６
７
７

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日

　

30
年
以
上
を
掛
け
て
撮
影
し
た
風
景
写

真
を
多
数
展
示
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

期
間
／
６
月
６
日
（
火
）

　

～
25
日
（
日
）

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で

「
び
え
い
四
季
の
輝
き
Ⅲ　

　
　
　
　
　
　

飯
田
博
志 

写
真
展
」

 

図
書
館
壁
面
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

開
館
時
間
／
午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　
　
　
　

水
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

休
館
日
／
毎
週
月
曜
日
・
30
日

「
美
瑛
ぱ
れ
っ
と
の
会
」
絵
画
展

　

ぱ
れ
っ
と
の
会
で
は
ベ
テ
ラ
ン
も
初
心

者
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
コ
ツ
コ
ツ
描
い

て
い
ま
す
。
今
回
は
前
半
と
後
半
で
作
品

を
入
れ
替
え
、
会
員
９
人
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

小
さ
な
作
品
展
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

期
間
／
６
月
１
日
（
木
）　

～
29
日
（
木
）

　

旭
川
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
西
村
公
一

さ
ん
に
よ
る
、
美
瑛
の
「
青
」
と
「
ハ
ー

ト
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

期
間
／
６
月
27
日
（
火
）

　

～
７
月
９
日
（
日
）

※
最
終
日
は
午
後
５
時

　

ま
で

「Biei Heart in Blue 

」　

　
　
　
　
　
　
　

 

西
村
公
一
個
展
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そ
の
他

暮らしのお知らせ

空
き
家
な
ど
の
住
宅
解
体
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す

建
設
水
道
課
建
築
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
４
６
０

　

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
伝
達
す
る
「
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」

を
活
用
し
た
緊
急
情
報
伝
達
試
験
を
実
施

し
ま
す
。
各
家
庭
の
戸
別
受
信
機
を
使
い

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
災
害
と
お

間
違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
／
６
月
７
日
（
水
）
午
前
11
時

　
　
　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
試
験

を
実
施
し
ま
す

総
務
課
危
機
対
策
室

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
３
１
６

助
成
対
象
区
域
／

　

美
瑛
町
内
の
用
途
地
域
内

助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
／

①
建
築
後
40
年
を
経
過
し
た
住
宅
な
ど
で
、 

　

居
住
者
が
い
な
い
空
き
家
の
状
態
と

　

な
っ
て
か
ら
、
１
年
以
上
が
経
過
し
て

　

い
る
住
宅

②
所
有
権
以
外
の
権
利
が
設
定
さ
れ
て
い

　

な
い
住
宅

③
こ
の
助
成
制
度
以
外
に
建
物
除
却
補
助

　

制
度
を
受
け
て
い
な
い
住
宅

助
成
対
象
者
／

①
助
成
対
象
と
な
る
空
き
家
な
ど
を
所
有

　

し
て
い
る
個
人(

法
人
は
対
象
外)

②
住
宅
の
所
有
者
全
員
が
町
税
な
ど
の
滞

　

納
が
な
い
こ
と

③
申
請
者
お
よ
び
同
じ
世
帯
の
中
に
こ
の

　

助
成
金
を
受
け
た
方
が
い
な
い
こ
と

助
成
金
の
交
付
額
／

　

町
内
解
体
業
者
・
・
・
２
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
額
40
万
円
）

　

町
外
解
体
業
者
・
・
・
３
分
の
１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
上
限
額
30
万
円
）

助
成
対
象
と
な
ら
な
い
工
事
／

①
住
宅
解
体
を
伴
わ
な
い
車
庫
、
物
置
な

　

ど
の
み
の
解
体
工
事

②
解
体
後
の
敷
地
内
に
建
物
な
ど
が
一
部

　

残
る
更
地
に
な
ら
な
い
工
事

③
建
て
替
え
に
伴
う
旧
家
屋
の
解
体
工
事

　

（
土
地
付
き
空
き
家
を
購
入
し
て
解
体

　

す
る
も
の
を
除
く
）

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
の
巣
駆
除
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

住
民
生
活
課
住
民
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　

 
☎
92-

４
２
９
４

　

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
は
春
先
か
ら
秋
に
か

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成
事
業

の
受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す

建
設
水
道
課
建
築
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
４
６
０

　

広
報
び
え
い
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
等
助
成
事
業
」
の
受

付
期
間
を
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

受
付
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
町
の
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

受
付
終
了
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

保
健
・
福
祉
・
医
療

　

生
活
や
仕
事
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
無
料
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
／
６
月
21
日
（
水
）

時
間
／
①
午
後
０
時
30
分
～
１
時
20
分

　
　
　

②
午
後
１
時
30
分
～
２
時
20
分

会
場
／
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
み
・
問
合
せ
／
開
催
日
前
日
の
午
後

　

３
時
ま
で
に
か
み
か
わ
生
活
あ
ん
し
ん

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
38-

８
８
０
０
）
に
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
社
会
係

☎
92-
４
２
４
５　

生
活
・
仕
事
相
談
会
の
開
催

美
瑛
町
立
病
院

☎
68-

７
１
１
１　

●
受
付
時
間

　

午
前
／
７
時
30
分
～
11
時
30
分

　

午
後
／
０
時
30
分
～
４
時
30
分

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み（
午
後
４
時
ま
で
）

●
診
療
時
間

　

午
前
／
８
時
30
分
～
正
午

　
　
　
　

（
整
形
外
科
は
午
前
９
時
か
ら
）

　

午
後
／
１
時
～
５
時

※
眼
科
は
木
曜
日
の
み

町
立
病
院
の
受
付
お
よ
び
診
療
時
間

け
て
活
動
し
ま
す
。
家
の
周
り
や
植
え
込

み
な
ど
を
確
認
し
、
巣
が
大
き
く
な
る
前

に
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

巣
の
駆
除
は
、
住
民
生
活
課
に
申
し
込

み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）。

助
成
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
／

①
事
前
の
申
し
込
み
な
く
巣
を
駆
除
し
た

　

場
合

②
巣
が
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合 

③
駆
除
で
き
な
い
場
所
に
あ
っ
た
場
合

※
②
・
③
の
場
合
、
調
査
料
が
発
生
し
ま

　

す
が
、
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

駆
除
費
用
／
１
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

（
調
査
料
６
６
０
０
円
含
む
）

助
成
額
／
４
４
０
０
円

https://town.biei.hokkaido.jp/life/building/#a2_6
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国
民
年
金
保
険
料
は
納
期
限
ま
で

に
納
め
ま
し
ょ
う

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
５

堤
防
刈
草
の
無
償
提
供
を
行
い
ま
す

　

堤
防
管
理
の
た
め
に
行
う
堤
防
除
草
で

発
生
し
た
刈
草
の
無
償
提
供
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
限
／
６
月
20
日
（
火
）
ま
で

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
旭
川
開
発
建
設
部
旭
川
河
川
事

　

務
所　

計
画
課
（
維
持
担
当
）

　

☎
48-

２
１
３
１

   

　

（
内
線
３
３
１
・
３
４
１
）

新
規
高
卒
者
用
求
人
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
す

　

令
和
６
年
３
月
高
校
卒
業
予
定
者
を
対

象
と
し
た
新
規
高
卒
求
人
の
受
け
付
け
を

６
月
１
日
（
木
）
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
校
で
の
求
人
公
開
は
７
月
１

日
か
ら
開
始
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／　

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
旭
川 

新
卒
応
援
コ
ー
ナ
ー

　

☎
51-

０
１
７
６　
　

　

（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
コ
ー
ド　

33
♯
）

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
良
野

　

☎
０
１
６
７ -

23- 

４
１
２
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
期
限
が

９
月
末
ま
で
延
長
に
な
り
ま
し
た

住
民
生
活
課
戸
籍
年
金
係

　
　
　
　
　
　
　

 

☎
92-

４
２
９
５

　

最
大
２
０
０
０
０
円
が
も
ら
え
る
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の
申
込
期
限
が
、
９

月
30
日
（
土
）
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
２
月
28

日
ま
で
に
申
請
し
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
期
限
は
翌
月
末
で
す
。

指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ

う
。
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
測
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

国
民
年
金
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
国
民
年
金
第
１
号

被
保
険
者
の
資
格
取
得
・
種
別
変
更
、
保

険
料
免
除
・
納
付
猶
予
お
よ
び
学
生
納
付

特
例
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
登
録
が
必
要
と

な
り
ま
す
が
、
申
請
に
必
要
な
情
報
を
ス

マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
直
接
入
力
す
る
こ
と

勤
労
者
福
祉
資
金
（
北
海
道
融
資

制
度
）
の
ご
案
内

対
象
者
／
中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方
、
非

　

正
規
労
働
者
と
し
て
１
年
以
上
勤
め
て

　

い
る
方
、
２
年
間
で
通
算
12
カ
月
以
上

　

勤
務
し
て
い
る
季
節
労
働
者
の
方
、
企

　

業
倒
産
な
ど
事
業
主
の
都
合
に
よ
り
離

　

職
し
た
方

資
金
の
使
途
／
医
療
、
災
害
、
教
育
、
冠

　

婚
葬
祭
、
一
般
生
活
費
な
ど

融
資
限
度
額
・
融
資
期
間
／

　

中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方
、
非
正
規
労

　

働
者
の
方
、
季
節
労
働
者
の
方　

　
　
　
　

１
２
０
万
円
以
内
・
８
年
以
内

　

離
職
者
の
方　

１
０
０
万
円
以
内
・
５
年
以
内

融
資
の
利
率
／

　

中
小
企
業
に
勤
務
す
る
方
、
非
正
規
労

　

働
者
の
方　

年
１
・
６
％
（
別
途
保
証

　

料
０
・
５
％
）

　

季
節
労
働
者
の
方
、
離
職
者
の
方　

年

　

０
・
６
％
（
保
証
料
不
要
）

取
扱
金
融
機
関
／
北
海
道
銀
行
、
北
洋
銀
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https://www.hkd.mlit.go.jp/as/tisui/vktdfd00000096pi.html
https://www.nenkin.go.jp/denshibenri_kojin/denshibenri_kojin/shinsei_kojin.html
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■株式会社清水組 (西町１丁目）

　勤務内容／建築・土木工事現場施工管
　　　　　理、図面作成、工程管理
　雇用形態／正社員
　給与／月給　161,300 ～ 381,500 円

■しらとり歯科クリニック（北町１丁目）

　勤務内容／歯科衛生業務全般
　雇用形態／正社員
　給与／月給　199,500 ～ 264,500 円
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　1,050 ～ 1,300 円

■シルバーハウス株式会社 びえいの郷
　（大町２丁目）

　勤務内容／介護業務
　雇用形態／正社員・パート・アルバイト
　給与／時給　920 ～ 970 円

■有限会社白井木材（美馬牛南２丁目）

　勤務内容／製材工場作業員
　雇用形態／正社員
　給与／月給　177,600 円～

■美瑛町酪農ヘルパー利用組合

　勤務内容／搾乳、牧場の作業など
　雇用形態／正社員・契約社員
　給与／月給　252,800 円～

■有限会社美夢舎（字北瑛第２）

　勤務内容／仔牛の哺乳作業や牛の飼育
　　　　　　管理業務など
　雇用形態／正社員
　給与／月給　250,000 円～
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　1,100 ～ 1,400 円

■歩人（字美沢美生）

　勤務内容／飲食店業務全般
　雇用形態／パート
　給与／時給　1,000 円～

■社会福祉法人新生会　
　美瑛ディセンター　すずらん
　（南町５丁目）

　勤務内容／障がい者支援
　雇用形態／パート（看護師）
　給与／時給　正看護師　1,500 円～　
　　　　　　　准看護師　1,000 円～　

■株式会社 First Flash（字白金）

　勤務内容／ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰｼｮｯﾌﾟの調理、接
　　　　　　客・ｱｳﾄﾄﾞｱｼｮｯﾌﾟの接客、　
　　　　　　販売業務など
　雇用形態／正社員
　給与／月給　175,000 ～ 250,000 円
　雇用形態／アルバイト
　給与／時給　920 円

■すずらんプラス（中町１丁目）

　勤務内容／調理補助、接客
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　1,000 円

■フェルム・ラ・テール　美瑛本店
　（字大村村山）

　勤務内容／洋菓子・ﾊﾟﾝの製造、販売
　　　　　　補助、事務など　
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　1,000 円～

■美瑛ヴィラ瑠辺蘂ヒル（字留辺蘂北斗）

　勤務内容／室内清掃・ﾍﾞｯﾄﾞﾒｲｸ・備品
　　　　　　補充など　
　雇用形態／パート
　給与／時給　1,250 円

■セブンイレブン上川美瑛店
　（北町２丁目）

　勤務内容／ﾚｼﾞ接客・掃除・商品品出し
　　　　　　など
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　925 ～ 985 円

■美瑛通運株式会社（大町３丁目）

　勤務内容／中型ﾀﾝｸﾛｰﾘｰ運転手
　雇用形態／正社員
　給与／月給　170,000 円～

■株式会社アイコーメディカル

　勤務内容／幼稚園内厨房での給食調理
　雇用形態／パート
　給与／時給　1,000 円

■有限会社美瑛物産公社（本町１丁目）

　勤務内容／販売員、調理補助
　雇用形態／正社員
　給与／月給　160,800 ～ 201,200 円
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　930 ～ 1,100 円

■ホテルラヴニール（本町１丁目）

　勤務内容／ホテルフロント
　雇用形態／正社員
　給与／月給　160,800 ～ 193,100 円

■美瑛町社会福祉協議会（南町１丁目）

　勤務内容／介護ヘルパー業務など
　雇用形態／嘱託職員
　給与／月給　162,000 円
　雇用形態／パート
　給与／時給　1,000 円

求人情報 町内の求人情報を紹介します。

詳細をご希望の方は、商工観光交流課（☎ 92-4321）

にご連絡ください。

詳しい情報は、ホームページ
をご覧ください

ホームページは随時更新し
ています。
更新した際は公式 LINE で
お知らせします。

■社会福祉法人びえい子育て応援団
　どんぐり保育園（東町３丁目）

　勤務内容／保育業務
　雇用形態／臨時職員・代替職員
　給与／時給　有資格　1,143 円
　　　　　　　無資格　1,075 円
  勤務内容／給食調理業務
　雇用形態／パート
　給与／時給　1,143 円

■ BeACafe（西町４丁目）

　勤務内容／調理、店内清掃
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　920 円

■株式会社西森組（本町４丁目）

　勤務内容／土木作業全般
　雇用形態／正社員
　給与／月給　240,000 ～ 300,000 円
　雇用形態／アルバイト
　給与／日給　10,000 円

■Caferest木のいいなかま（丸山２丁目）

　勤務内容／飲食店業務全般
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　平日　　1,000 円
　　　　　　　土日祝　1,050 円

■咖　屋アマデウス（栄町１丁目）

　勤務内容／ｶﾚｰ店での接客、調理など
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　1,000 円～

■国立大雪青少年交流の家（字白金）

　勤務内容／庶務業務、利用者対応業務
　雇用形態／契約職員
　給与／日給　7,656 ～ 7,795 円

■新栄の丘　風味舎（字美馬牛新栄）

　勤務内容／ソフトクリームの製造、販売
　雇用形態／アルバイト
　給与／時給　1,000 円

■有限会社鯉川（栄町１丁目）

　勤務内容／ホール、調理補助、洗い場業
　　　　　　 務など
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　950 円

■美瑛施設管理協同組合（寿町２丁目）

　勤務内容／青い池駐車場の料金徴収、
　　　　　　誘導業務
　雇用形態／臨時職員・アルバイト
　給与／時給　1,000 円～

■有限会社ウイズユー（字新星第３）

　勤務内容／ｿﾌﾄｸﾘｰﾑやｺﾛｯｹの販売調理、
　　　　　　園芸業務
　雇用形態／正社員
　給与／時給　172,800 円～
  雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　1,000 円～

■拓真館　（字拓進）

　勤務内容／接客、販売、館内・トイレ
　　　　　　清掃など
　雇用形態／パート・アルバイト
　給与／時給　1,000 円

https://town.biei.hokkaido.jp/industry/kyujin/
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戸籍の窓
    　令和５年４月１日から

    　令和５年４月30日までの届出分

人の動き

　　 　　4,811世帯　（＋　　6）

   男　　4,451　人　（- 　8）

   女　　5,055　人　（ 　0）

　合計　 9,506　人　（-  8)

（ ）は前月比　

おくやみ申しあげます

　氏　名　　年齢　　住　所

田島　富雄　 86   字大村村山

浦島　　勇　 80　 字北瑛第３

秋山つや子   71   北町１丁目

　　（敬称略）　

町内の交通事故

　　　　令和５年３月１日～31日

▼発　　生　   0件（　2件）【  0件】

▼死　　亡　   0人（　0人）【  0人】

　負 傷 者　   0人（　2人）【  0人】

（ ）は令和５年１月～３月末までの累計

【 】は令和４年１月～３月末までの累計

町内の火災・救急・救助件数

令和５年１月１日～４月30日

　　 ▽火災　　　2件（　2件）

　　 ▽救急　　204件（187件）

　　 ▽救助　　  5件（　4件）

（ ）は前年同期間の件数
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第 65 回第 65 回

びえい十勝岳山開き登山会びえい十勝岳山開き登山会

●参加料金　　　大　人　　1,500 円

　　　　　　　　小学生  　　800円 ※保護者の同伴が必要です。

●コース・定員　十勝岳本峰往復コース　30 人

　　　　　　　　１コースのみの開催となります。

●申込期限　　　６月９日（金）※定員になり次第締め切ります。

６/18６/18（日）（日）

7：20 登山開始7：20 登山開始

※小雨決行※小雨決行

●申込方法　　　美瑛町観光協会（☎ 92-4378）に

　　　　　　　　電話、またはホームページから申

　　　　　　　　し込みください。

https://www.biei-hokkaido.jp/ja/tour/tozankai/
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交通規制のお知らせ

全面通行止め

①丘のまち歯科クリニック⇔美瑛東小学校前
午前６時

～午前 11 時

②町営丸山球場⇔美瑛東小学校前
午前６時

～午前 11 時

③美瑛東小学校⇔丸山陸上競技場スタンド前
　⇔丸山橋三叉路

午前６時
～午後２時 30 分

④丸山橋三叉路⇔丸山公園入口
午前９時

～午後２時 30 分

⑤丸山公園入口⇔福祉センター前
午前 10 時

～午前 10 時 30 分

⑥町道橋立山憩町線一部
　ペンション星ケ丘⇔ファームズ千代田付近

午前 10 時
～正午

⑦町道橋立山線一部
　ペンション星ヶ丘⇔福富水沢線交差点

午前 10 時
～正午

⑧美望ヶ原ビルケ線全線
　道の駅びえい「白金ビルケ」⇔美望ヶ原美沢線交差点

午前７時
～午前 11 時

⑨道道十勝岳温泉美瑛線一部
　道の駅びえい「白金ビルケ」⇔美沢 21 線　

午前 10 時
～午前 11 時 30 分

片側通行

⑩旧土井商店前⇔アンダーパス前
　（ランナー進行方向通行止め）

午前 10 時
～午前 11 時 30 分

⑪丸山橋パークゴルフ場前⇔丸山橋三叉路
　（ランナー進行方向通行止め）

午前 11 時
～午後２時 30 分

丘のまちびえいヘルシーマラソン開催に伴い、交通規制を行います。

ご迷惑をおかけしますが、皆さんのご理解とご協力をお願いします。

１

２

３

４

10

市街地通行止め箇所

丘のまちびえいヘルシーマラソン実行委員会事務局（☎・ＦＡＸ 92-3333）

http://www.biei-healthymarathon.jp

11

丘のまちびえい
  ヘルシーマラソン2023

５

ハーフのコースが、例年と若干変更になっています。

今大会から「ハーフ」

のスタート地点が、

道の駅びえい「白金ビ

ルケ」に変更になって

います。

道の駅びえい

「白金ビルケ」

種目別スタート時間および場所

○クォーターマラソン　 午前 10 時   

　丸山陸上競技場スタンド前

○ワンエイツマラソン　午前 10 時 10 分　

　※小学生・親子ペア　 午前 10 時 15 分

　丸山陸上競技場スタンド前

○ハーフマラソン　　   午前 10 時 30 分   

　道の駅びえい「白金ビルケ」

ハーフコース図

6.11SUN




